
◎ 島原市報道資料
令和元年 12 月 3日

報道関係者 各位

総畢実庫◎発見者圏申遭難震が
昭和間毎◎総零真藤臨書るg

島原図書館郷土史を学ぼう会・第 215回市民文化講座
「松平文庫の思い出」の開催について

表題の件につき、下記のとおり実施しますので、お知らせします。

記

1. 名称 島原城築城 400年記念事業協賛事業
島原図書館郷土史を学ぼう会・第 215回市民文化講座「松平文庫の思い出」

2. 日時 12 月 14 日 (土) 午後 2時

3・場所 森岳公民館 大ホール

4. 講師 田中 道雄 氏 (佐賀大学名誉教授)
5. 参加費 無料 (申込み不要)
6. 内容 昭和 35年に松平文庫を発見し、その後の調査にも携わられた田中道雄氏に

松平文庫の発見や調査の話、国文学の魅力についてお話いただく講演会で
す 。

7. 添付資料 ①講演会チラシ ②「肥前島原松平文庫目録」より抜粋資料
③講師プロフィール ④郷土史を学ぼう会及び市民文化講座の概要
⑥肥前島原松平文庫パンフレット

◎ ④ 【担当から一言】

ミ国威 当時、九州大学大学院生だった田中道雄氏による「発見」がな
ければ、現在の松平文庫はありません。市民が知らない松平文庫
の歴史を、国文学の第一人者が語ります !

担当 :島原市教育委員会社会教育課 歴史・文化班
担当 林田 智恵

電話 :6 8 一 5 4 7 3

8‐mail:shaky( 燈 city.shi口labara.1g.jP

島原守護神 しまばらん
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・ 松平文庫発見秘話
亀命〆 昭和 35年 8月、九州大学の大学院生 ‐

田中さんが来島しました。そして、島

ほ 、 圏 灘鵬馨諺 原公民飽こ所蔵されてぃた古典籍群を
勝 " ′翻拷 ,みて、その貴重性に気がつきました。

その後、九州大学などの大学の調査を

経て、目録が刊行。この古典籍群は

調勝鰐麹 ‐農繁豊原繋顔繋ぎ界に認知
擁護も〆 ;‐ .
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メド守 唖 今回は、昭和 35年に松平文庫を発メド守 ℃.今回は、昭和 35年に松平文庫を発

;見し、その後の調査にも携わられた

愛す器さぞ鳩 シー田中道雄氏に松平文庫の発見や調査の

話、国文学の魅力についてお話いた

だく貴重な講演会です。
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瓢
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。
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広
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。
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献
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で
あ
る
。
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語中道雄 (佐賀大学名誉教授) 先生のプロフィール

19 3 2年ソウル生まれα佐賀大学文理学部卒業。九州大学大学院博士課程を終え学

位取得。高校 o高専の教師に始まり、九州工業大学り鹿児島大学教育学部 o佐賀大学文

化教育学部 o別府大学文学部で日本文学を講じてきた。俳譜が近代へ向かって変わって

いく姿をさぐり、『蕉風復興運動と蕪村』(岩波書店、2 0 0 0年)などを著し、隠れた

立役者だった蝶夢の事業を『蝶夢全集』(和泉書院、 2 013 年) にまとめた。現在、

その続編を編纂中。芭蕉 o去来にかかわる遺跡、義仲寺 o落柿舎の保存会の役員を務め

る 。

出典 :

朝日カルチャーセンター 朝 日 JTBo 交流文化塾ホームページより

https://wmy.aSahiCu1ture,j 〆 Course/fukuoka/c753399C 一0185-1IM-2nbd-5da3eC49bleb

※田中道雄先生は、朝日カルチャーセンター 朝日}TBo 交流文化塾の佐賀出張講座の

講師を勤められています。



EL 郷土史を学ぼう会について1

主催 ;島原図書館

日時 :毎月第 4土曜日 (ただし12月は第 3土曜日、3月は第 2土曜日)、午後 2時間会

内容 :さまざまな講師による郷土史にまつわる講義と松平文庫所蔵資料の解読の2部構成で、毎

月 1回、島原図書館において開催されている。また、年に 1回、市民文化講座と共催で講座

を実施。

E. 市民文化講座について1

主催 :島原市教育委員会 o島原文化連盟

日時 :年に数回実施

概要 :市内外の著名な講師による無料の講座。文化に対する教養の向上、興味関心を高めるため

に実施している。また、年に 1度、郷土史を学ぼう会と共催で講座を実施。

実績 :近年の実績は下記のとおり。

回数 日時 演題 講師 人数 会場

208 H27.6.7 勝海舟の家系に生まれて -歴史を受け継ぐ者の覚喜一 高山みなこ 122
島原文化会館
中ホール

209 H27.8,29 松平家と「長崎御用」 松尾晋一 (長崎県立大学) 63
森岳公民館
大ホール

210 H28,6.21 能・狂言の魅力
馬野正基 (観世流能楽師)
野村方禄 (和泉流狂言師)

72
燕岳公民館
大ホール

211 H28.8.27 歴史から学ぶ防災- 「熊本地震」から見つめなおす- 島津亮ニ (八代市立博物館) 53
森岳公民館
大ホール

212 H29.8.26
近世における歴史資料の伝来と社会

一大名家文書、地域文書、江戸時代の対外関係から-
稲葉槌陽 (熊本大学) 54

森岳公民館
大ホール

213 H30.7.21 有明海の戦国時代 堀本 - 紫 (福岡市際物館 学芸謙主査) 72
森岳公民館
大ホール

214 RI.9.16 明治新政府と丸山作楽 三ツ松誠(佐賀大学) 68
燕岳公民館
大ホール


